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短 報

鹿児島県甑島列島下甑島における八チクマの渡り

山本兆司

〒552-0021大阪市港区築港1-7-12-1501

は じめに

近年，ワシ・タカ類への関心の高まりとともに，その渡りについての観察例も多く聞かれ

るようになりつつある．ハチクマ庇〃た”i"0γ脚ｓについても同様に，春，秋の渡り経路の

新たな発見，観察例が報告されている（井上1998a，ｂ)．特に，秋の渡り経路の１つである

中国地方瀬戸内沿岸･北部九州・五島列島へと移動していく経路(武田1993)については,最

近,その観察されたハチクマの個体数の多さから,主要な経路であると考えられている(井上l998

a)．

一方，上記の渡り経路よりは観察されるハチクマの個体数は少ないが，伊良湖岬・紀伊半

島・四国地方へと移動していく経路（武田1993）については，伊良湖岬（愛知県)，日の岬

（和歌山県)，佐多岬半島（愛媛県)，高茂岬（愛媛県)，関崎（大分県）などにて，部分的に

観察されているものの，連続的な調査は少なく（立川1994,1995,1997a，ｂ，1999,伊良湖

岬の渡り鳥を記録する会1995)，四国地方および九州地方以西をも含めた当経路全体像の解

明には至っていない．そのなかで，最近の高知市周辺におけるハチクマの渡り観察の報告な

ど（黒岩ほか1999，井上1998c）は，当経路の四国地方および九州地方以西の経路解明に，

１つの知見を与えるものと思われる．

しかし，四国地方から九州地方以西へ移動するハチクマが，主要な経路と考えられている

五島列島方向へ移動するのかは明らかにされていない．そこで，九州西部から東シナ海へと

渡る別の経路が存在するのでは，という仮説のもとに，その渡りの経路にあたると想定され

る甑島列島の下甑島で，ハチクマの渡りの調査を1999年10月実施した．その結果，数個体な

がらもハチクマの渡りが初めて観察されたので，ここに報告する．

調査地および鯛査方法

調査地は，鹿児島県薩摩郡下甑村手打地区周辺の３か所である(図１）．いずれも当甑島列

島・下甑島の中では最南西端部に位置している．

調査期間は，1999年10月３日～５日までの計３日間である．五島列島ではハチクマの渡り

2000年１月10日受理

キーワーノい､.鍾娼島娼下甑島，ハチク乏砿ダ



lOO

3５

Shanghai
3０

2５

l２０Ｅ

Satamisaki

帥M蕪 POintC3

１２５

図１．

Ｆｉｇ．１．

Sekizaki

ザ’
０

ゥ

〆

１３０

甑禽b列島下甑島の位置および調査定点

LocationofShimokoshiki-shimalsland．

(ま９月下旬に最も多く観察されるので(井上l998a)，９月下旬が最も良い調査時期と考えら

れたが，台風１８号の影響により調査を行なうことができなかったので，１０月３日より調査を

行なった．

１０月３日は１１：３０～１７：００に，釣掛崎灯台に近い標高約200ｍの展望休憩所（Ａ地点）で調

査を行なった．視界は北東～東～南側までひらけているものの，西側は木立ちにおおわれて

いて見とおしが良くない．

１０月４日は６：００～８：３０まで,Ａ地点より北へ移動し,島の南西端部全体が見とおせる観察

地(C地点)で調査した．Ｃ地点は，標高約330ｍの丘陵地内の盛りあがった地形上で，牧場地

内にあり360度の視界がある．しかし，Ｃ地点では，下甑島の南西端部においてはやや北寄り

であり，仮にハチクマが最も南寄りのコースを移動した場合確認しにくいため，南西端部の

中央に位置する観察適地（B地点）へと移動し，８：４０～１７：00のあいだ調査を行なった．Ｂ

地点は，標高約300ｍで，Ｃ地点と同じく西斜面となる丘陵地途中の牧場地内にあり，北東側

が丘陵地の高い方向に当たるのでやや視界がせばまるものの，北東以外はすべて視界良好で

ある．

１０月５日は５：３０～１０：３０に，同じくＢ地点で観察した．

調査項目は，日時，気象，種名，個体数，飛来，飛去方向，年齢（成鳥，幼鳥の区別の

み)，‘性別などを主要項目とした．

観察は目視を主体に，必要に応じて10倍の双眼鏡を使用し，性別，年齢の確認と，とくに，

飛去方向については，３０倍の望遠鏡を使用して，磁石を見ながら方位の確認につとめた．

結果

観察初日の１０月３日は，天候は晴れで良好のものの全般に北寄りの風が強く，また，調査
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地からの見とおしも良くなかった影響もあってか，ハチクマの渡りは観察できなかった．

１０月４日は，天候は早朝やや雲量あるものの安定した晴天であり，途中，観察場所を移動

したＢ地点から，９：５５に，Ａ地点付近上空をハチクマ成鳥２羽が旋回して，西南西に飛去す

るのを観察した．その後晴れ間が広がり，Ｂ地点の真上に１０：４０に淡色形幼鳥２羽，１１：２３に

淡色形幼鳥１羽，１１：４５に淡色形幼鳥１羽，１２：１５に淡色形幼鳥２羽が確認された．

この日は計８羽が飛来し，そのうち，飛去の方向が確認できたのは計５羽であり，２羽が

西南西方向の海上へ，３羽が真西方向の海上へであった．また，別の１羽については，Ｂ地点

近くより旋回上昇した後に，いったん真南へ向かったが，数分後飛来方向の北東の山稜へと

逆行していった．成鳥，幼鳥の出現数としては，成鳥２羽に対し幼鳥６羽を観察した．

１０月５日は同じくＢ地点で５：３０より観察を開始したものの，まもなく小雨の天候となり，

ハチクマは観察できなかった．

ハチクマも含めてこの３日間で記録したタカ目は，タカ科６種，ハヤブサ科２種であった

（表１)．このうち，西および南の方向に飛去し，渡りの個体と考えられたのは，ハチクマ，

アカハラダカＡＣＣ就彪γｓｏんe'@sｉｓ，サシパＢ"”"γ加倣z4s，ノスリＢ"花０６"た０の４種

である．ミサゴＲｚ"””勉勉ａｚｨs，トビ雌ﾉzﾉzds加伽z”s，ハヤブサＦｔｚ此ｏｌｅ唾減"zJs，

チョウケンボウＲｊ"”"c況雌の４種については，渡りは確認されなかった．

アカハラダカは飛来方向は特定できなかったが，ほぼ北の方向から飛来し，高く旋回しな

がら真南の方向の海上へ飛去するのを観察した．ただし，６：３０～１０：００のあいだに飛去した

個体が多く，前日に甑島列島へ飛来していた個体も多いと考えられた．

サシパは大部分，北東の方向から飛来した．これは甑島列島沿いに移動して飛来したと思

われるが,Ｂ観察地点の上空で旋回後は,アカハラダカと同じく真南の方向の海上へと飛去す

るのを観察した．また，観察初日には，調査終了後の下山途中にγ飛来したばかりと思われ

るサシバが近くのマツの梢にとまるのを観察した．

ノスリについては北東の方向より飛来し,Ｂ観察地点上空を旋回後,ハチクマと同じく真西

方向の海上へ飛去するのを観察した．

表１．渡りを観察したタカ類とその個体数.括弧内の数字は渡り方向確認個体数

Table１．Numberofobservedmigratinghawks．
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考察

下甑島へは，ハチクマは北東より飛来した．甑島列島は北東から南西方向につらなる３個

のおもな島より構成され，とくに列島全体の2/3を占める南部の下甑島を中心に，標高604.3

ｍの尾岳を最高峰とする急峻な山々が連なっている．Ｂ地点の観察では,頭上に飛来したすべ

てのハチクマは，すでにかなりの飛翻高度であった．このことは，下甑島の南西端部に飛来

する前に，標高の高い山々で，すでに高度をあげているものと思われる．

下甑島からの渡りの飛去方向として観察されたのは真西および西南西であった．この場合，

真西の方向のまま飛銅し続けると仮定すると，ほぼ上海市の方向に飛去することになる．井

上(l998a）も，五島列島を飛び立ったハチクマが上海に向かうことを示唆しており，それと

一致する．

また，五島列島ではハチクマの渡りの開始時刻は日の出直後に集中していたが(井上l998

a)，今回の調査では，早朝での飛去は観察できていない．しばらくは継続観察による飛去時

間の確認が必要である．今回観察された下甑島よりの飛去時間帯は，ほぼ10～12時のあいだ

であり，仮に飛翻速度を時速50kｍと考えた場合，下甑島への飛来は約65kｍ北東に位置する

九州本土の鹿児島県阿久根市を早朝飛び立っても十分な距離である．しかし，逆に，中国大

陸への到着は深夜０時前後となる．

以上，短い調査期間で，わずかな個体数ながらもハチクマの渡りの確認ができたことは１

つの疑問点の解消になったと思う．更なる今後の課題としては，

1)四国西部から九州東部へ移動するいくつかの渡りの経路と甑島列島への渡りの経路，ある

いは，ほかの渡りの経路との関連についての解明

2）渡り期間中の甑島列島経路上での，ハチクマの総飛去個体数の解明

3）伊良湖岬･紀伊半島・四国地方へと移動する経路上では，渡っていく幼鳥の比率が高いと

いわれている（森岡ほか1995,伊良湖岬の渡り鳥を記録する会1995，黒岩ほか1999）が，

甑島列島を経由するハチクマについてのその反映の有無の確認などということについて，い

っそうの観察データの充実による検証が必要である．
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MigrationofOrientalHoneyBuzzardsfromShimo-Koshiki-shima，

anislandinsouthernJapan

ChojiYamamoto

l501,1-7-12,Chikuko,Minato-ku,OsakaCity,Osaka552-0021,Japan

ThemigrationofHoneyBuzzards庇〃is”ｊｚﾉ0祁wasfoundatthesouthwesternendof

Shimo-Koshiki-shima、ＴｈｅmigrationwasobservedforthreedaysfromOctober3rdto

October5th,1999．Duringtheobservationperiod,eightHoneyBuzzardsappearedfrom

anortheasterlydirection，Iconfirmedthedirectionsofthemigrationforfiveofeight

individuals，Twoofthemflewwest-southwest,ａｎｄｔｈｒｅｅｏｆｔｈｅｍｗｅｓｔ,ｏｕｔｔｏｓｅａ，Of

theeightbuzzards,twowereadultsandsixwerejuveniles・Icouldnotconductthe

surveyduringtheexpectedpeakofmigrationinlateSeptember，andthenumberof

HoneyBuzzardsobservedwasnotgreat;however,theobservationssuggestahitherto

unknownmigrationroutetothewestfromthesouth-westernendofKoshiki-shima-

Retto．
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